
国内外の市場ニーズへ適合させるための
自社製品等の改良や、規格適合・認証取得
を支援します！

●市場ニーズに合わせるための、製品改良（量産化デザイン、ダウンサイジング等も含む）やCEマーキング、ISO・IEC規格※等の
    規格・認証取得が対象です。

●規格・認証取得のみも対象です。製品等に対する規格・認証取得に限らず、
    全社的なマネジメントシステム規格適合（ISO9001、ISO27001等）も対象となります。
●人件費も最大250万円まで助成対象となります。（ソフトウエアの改良に係る経費、ソフトウエア以外の改良における設計工程に係る経費）
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令和３年度

助成限度額

500万円
（助成率1/2以内）

助成事業の対象

助成事業の特徴

製品改良のみ

自社製品等を市場ニーズに
合わせるための改良

規格適合・
認証取得のみ

国内外の規格への
適合性評価・認証取得

自社製品等を国内外の規格に
適合させるために、改良をした上で
規格への適合性評価・認証取得

製品改良及び
規格適合・認証取得A

本助成事業の範囲

●メンテナンスフリーの海外市場ニーズに対応するため、より耐久性のある製品へ改良
●自社の精密加工技術を活かして新たに医療機器市場に参入するため、QMS省令（ISO13485）を取得
●品質保証による社会的信頼や顧客満足の向上を図るため、ISO9001を取得
●輸出先国のEMC指令／低電圧指令／RoHS指令等に対応するため、製品改良を行い、CEマーキングの適合性評価を実施

活  用  事  例

B C

自社製品等の市場投入に向け改良や規格・認証取得したいときは・・・自社製品等の市場投入に向け改良や規格・認証取得したいときは・・・

製品改良／規格適合・
認証取得支援事業
製品改良／規格適合・
認証取得支援事業

※ 用語解説
CEマーキング…EUで販売される製品が、EUの安全性等の基準に適合していることを表示する制度
ISO規格 ……… 製品や企業のマネジメントシステムに関して、国際標準化機構（ISO）が認証する国際規格
IEC規格 ……… 電気・電子技術分野に関して、国際電気標準会議（IEC）が認証する国際規格



TEL.03-3251-7894・5
（受付時間：9：00～17：00）　

企画管理部 助成課 「製品改良」担当

助成事業の概要 助成事業の流れ

助成対象者

・都内の本店又は支店で実質的な事業活動を行っている中小
企業者（会社及び個人事業者）等
・都内での創業を具体的に計画している者

助成率
助成対象と認められる経費の１／２以内

助成対象経費
①原材料・副資材費　②機械装置・工具器具費　③委託・外注費
④専門家指導費　⑤産業財産権出願・導入費
⑥直接人件費
　（ソフトウエアの改良に係る工程、ソフトウエア以外の
　  改良における設計工程に直接従事する時間のみが対象）

⑦賃借費

助成限度額

助成対象期間

A

B

C

【製品改良のみ】 
令和４年３月１日から令和５年11月30日まで
（最長１年９ヶ月以内）

【規格適合・認証取得のみ】 
令和４年３月１日から令和５年11月30日まで
（最長１年９ヶ月以内）

【製品改良および規格適合・認証取得】
令和４年３月１日から令和６年11月30日まで
（最長２年９ヶ月以内）

500万円（下限額50万円）

10月１日（金） ～10月22日（金）

10月1日～10月22日

11月～２月

一次審査（ 書類審査 ）
二次審査（ 面接審査 ）

総合審査

３月

交付決定

支援開始

令和３年 必着

※詳細は募集要項をご覧ください。募集要項や申請書様式は、公社ホームページからダウンロードしてください。

お問合せ・申請書類提出先
公社　製品改良

〒101-0022 東京都千代田区神田練塀町３－３ 大東ビル４階
E-mail ： josei@tokyo-kosha.or.jp

https://www.tokyo-kosha.or.jp/support/josei/jigyo/kairyo.html

①申請書類の提出【郵送】
※簡易書留等の記録が残る方法で郵送してください。

②申請者基礎情報の登録【WEB】
※公社ホームページから登録してください。

※①・②両方行っていただく必要があります。
※②は10月22日（金）の17：00までとなります。

助成金申請

①申請書類の提出（郵送）
②申請者基礎情報の登録（WEB）
※①・②両方行っていただく必要があります。

申請受付期間


